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２０２６年度理工学部自己推薦特別（旧ＡＯ）入学試験における 

出題範囲等の変更について 

 

 このことについて、下記のとおり、変更いたします。 

 なお、出願の際は、入学試験要項を必ず確認してください。 

 

記 

１．変 更 点 

出題範囲及び出願資格について、別紙「自己推薦特別（旧ＡＯ）入学試験に

おける出願範囲等の変更点」のとおり変更する。 

【更新内容】 

１．電気電子生命学科の選考方法における注記の追加。 

２．入学試験名称の変更。 

 

２．添付資料 

自己推薦特別（旧ＡＯ）入学試験における出題範囲等の変更点 

以 上  

 

関連ページ 

 ２０２６年度理工学部アドミッションズ・オフィス入学試験における出題

範囲等の変更について（２０２４年３月１１日掲載） 

 理工学部「アドミッションズ・オフィス入学試験」における２０２６年度

以降の名称変更について（２０２４年８月１日掲載） 

 

https://www.meiji.ac.jp/sst/mkmht0000014yvty-att/mkmht0000014yvus.pdf
https://www.meiji.ac.jp/sst/mkmht0000014yvty-att/mkmht0000014yvus.pdf
https://www.meiji.ac.jp/sst/mkmht000001mqof0-att/mkmht000001mqofu.pdf
https://www.meiji.ac.jp/sst/mkmht000001mqof0-att/mkmht000001mqofu.pdf


別紙 

自己推薦特別（旧ＡＯ）入学試験における出題範囲等の変更点 
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（3）選考方法 

出願書類及び学力考査、並びに、口頭試問の結果を総合的に判断して合否を決定します。 

学力考査では、入学後に必要とされる数学（※）および英語に関する基礎学力の確認を行います。

電気電子生命学科のカリキュラムでは、高校で学ぶ数学の中で微分・積分、数列・ベクトル、複素数、

三角関数などの理解が求められます。 

口頭試問では、電気電子生命学科のアドミッション・ポリシーにいかにマッチしているかという点

に重点をおいて行われます。自己アピールの際には、具体的な事例などを交えて、客観的に自分の長

所、短所を述べることが望まれます。  

 

（※）数学の学力考査の出題範囲については、以下のとおりです。 

平成 30年改訂高等学校学習指導要領教育課程の「数学 I・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ（数

列）・数学Ｃ（ベクトル・平面上の曲線と複素数平面）」の範囲から出題します。なお、2025年度入

学試験において、旧教育課程（平成 20・21年改訂高等学校学習指導要領教育課程）履修者に配慮し

て出題します。 

（3）選考方法 

出願書類及び学力考査、並びに、口頭試問の結果を総合的に判断して合否を決定します。 

学力考査では、入学後に必要とされる数学（※）および英語に関する基礎学力の確認を行います。

電気電子生命学科のカリキュラムでは、高校で学ぶ数学の中で微分・積分、数列・ベクトル、複素数、

三角関数などの理解が求められます。 

口頭試問では、電気電子生命学科のアドミッション・ポリシー（※2）にいかにマッチしているかと

いう点に重点をおいて行われます。自己アピールの際には、具体的な事例などを交えて、客観的に自

分の長所、短所を述べることが望まれます。  

 

（※1）数学の学力考査の出題範囲については、以下のとおりです。 

平成 30年改訂高等学校学習指導要領教育課程の「数学 I・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ（数

列・統計的な推測）・数学Ｃ（ベクトル・平面上の曲線と複素数平面）」の範囲から出題します。 

 

 

（※2）数学、理科、外国語については、高等学校段階の基礎的な知識と応用問題にも適応できる十分

な学習能力を身に付けている学生を求めます。理科については、「物理基礎・物理・化学基礎・化学」

の 4科目又はこれらに相当する科目を履修していることが望まれます。 
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（2）出願資格２ 

以下の条件を満たす者。 

 

高等学校第 3 学年 1 学期または前期まで(注 1)の数学・理科・英語 3 教科の全履修科目の学習成績の

状況が 3.8 以上の者(注 2)。なお、数学・理科・英語の履修科目は、第 3 学年修了時までに以下の条

件を満たすこと。 

 

 数学  「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ」の全科目又はこれらに相当する科目

(注 3)を履修していること。旧教育課程履修者は、「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学

Ｂ」の全科目又はこれらに相当する科目(注 2)を履修していること。 

 理科  「物理基礎・物理・化学基礎・化学」のうち 3科目又はこれらに相当する科目(注 3)を履修し

ていること。 

英語  履修していること。 

 

（注 1）出願期限に第 3 学年前期までの記載が間に合わない場合は、第 2 学年末までに履修したものを

対象とする。 

（注 2）（数学・理科・英語の各科目の評定合計）÷（数学・理科・英語の科目数）により算出する。 

（注 3）出願条件として必要な科目が高等学校等の教育課程にない者は、これらに相当する科目である

ことがわかるように調査書に記載すること。 

 

※出願資格 1に該当(3ページ「3出願資格」参照)し、学習成績の状況の算出が不可能な者は、出願資

格 2における学習成績の状況及び履修科目の条件を免除する。 

(2）出願資格２ 

以下の条件を満たす者。 

 

高等学校第 3 学年 1 学期または前期まで(注 1)の数学・理科・英語 3 教科の全履修科目の学習成績の

状況が 3.8 以上の者(注 2)。なお、数学・理科・英語の履修科目は、第 3 学年修了時までに以下の条

件を満たすこと。 

 

 数学  「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ」の全科目又はこれらに相当する科目

(注 3)を履修していること。 

 

 理科  「物理基礎・物理・化学基礎・化学」のうち 3科目又はこれらに相当する科目(注 3)を履修し

ていること。 

英語  履修していること。 

 

（注 1）出願期限に第 3学年前期までの記載が間に合わない場合は、第 2学年末までに履修したものを

対象とする。 

（注 2）（数学・理科・英語の各科目の評定合計）÷（数学・理科・英語の科目数）により算出する。 

（注 3）出願条件として必要な科目が高等学校等の教育課程にない者は、これらに相当する科目である

ことがわかるように調査書に記載すること。 

 

※出願資格 1に該当(3ページ「3出願資格」参照)し、学習成績の状況の算出が不可能な者は、出願資

格 2における学習成績の状況及び履修科目の条件を免除する。 
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（2）出願資格２ 

以下の①～③のいずれかを満たす者。 

 

① 高等学校第 3学年 1学期または前期まで(注 1)の数学・理科・英語 3教科の全履修科目の学習成績の

状況が 3.8以上の者(注 2)。なお、数学・理科・英語の履修科目は、第 3学年修了時までに以下の条

件を満たすこと。 

 

 数学  「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ」の全科目又はこれらに相当する科目

(注 3)を履修していること。旧教育課程履修者は、「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ」

の全科目又はこれらに相当する科目(注 2)を履修していること。 

 理科  「物理基礎・物理・化学基礎・化学」のうち 2科目又はこれらに相当する科目(注 3)を履修し

ていること。 

英語  履修していること。 

 

（注 1）出願期限に第 3 学年前期までの記載が間に合わない場合は、第 2 学年末までに履修したものを

対象とする。 

（注 2）（数学・理科・英語の各科目の評定合計）÷（数学・理科・英語の科目数）により算出する。 

（注 3）出願条件として必要な科目が高等学校等の教育課程にない者は、これらに相当する科目であるこ

とがわかるように調査書に記載すること。 

 

※出願資格 1に該当(3ページ「3出願資格」参照)し、学習成績の状況の算出が不可能な者は、出願資

格 2における学習成績の状況及び履修科目の条件を免除する。 

 

（以下、省略） 

（2）出願資格２ 

以下の①～③のいずれかを満たす者。 

 

① 高等学校第 3学年 1学期または前期まで(注 1)の数学・理科・英語 3教科の全履修科目の学習成績の

状況が 3.8以上の者(注 2)。なお、数学・理科・英語の履修科目は、第 3学年修了時までに以下の条

件を満たすこと。 

 

 数学  「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ」の全科目又はこれらに相当する科目

(注 3)を履修していること。 

 

 理科  「物理基礎・物理・化学基礎・化学」のうち 2科目又はこれらに相当する科目(注 3)を履修し

ていること。 

英語  履修していること。 

 

（注 1）出願期限に第 3 学年前期までの記載が間に合わない場合は、第 2 学年末までに履修したものを

対象とする。 

（注 2）（数学・理科・英語の各科目の評定合計）÷（数学・理科・英語の科目数）により算出する。 

（注 3）出願条件として必要な科目が高等学校等の教育課程にない者は、これらに相当する科目であるこ

とがわかるように調査書に記載すること。 

 

※出願資格 1に該当(3ページ「3出願資格」参照)し、学習成績の状況の算出が不可能な者は、出願資

格 2における学習成績の状況及び履修科目の条件を免除する。 

 

（以下、省略） 
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（2）出願資格２ 

以下の条件を満たす者。 

 

高等学校第 3 学年 1 学期または前期まで(注 1)の数学・理科・英語 3 教科の全履修科目の学習成績の

状況が 4.0 以上の者(注 2)。なお、数学・理科・英語の履修科目は、第 3 学年修了時までに以下の条

件を満たすこと。 

 

 数学  「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ」の全科目又はこれらに相当する科目

(注 3)を履修していること。旧教育課程履修者は、「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学

Ｂ」の全科目又はこれらに相当する科目(注 2)を履修していること。 

 理科  「化学基礎・化学」の 2科目又はこれらに相当する科目(注 2)を履修していること。 

英語  履修していること。 

 

（注 1）出願期限に第 3 学年前期までの記載が間に合わない場合は、第 2 学年末までに履修したものを

対象とする。 

（注 2）（数学・理科・英語の各科目の評定合計）÷（数学・理科・英語の科目数）により算出する。 

（注 3）出願条件として必要な科目が高等学校等の教育課程にない者は、これらに相当する科目である

ことがわかるように調査書に記載すること。 

※出願資格 1 に該当(3 ページ「3 出願資格」参照)し、学習成績の状況の算出が不可能な者は、出願資

格 2における学習成績の状況及び履修科目の条件を免除する。  

（2）出願資格２ 

以下の条件を満たす者。 

  

高等学校第 3 学年 1 学期または前期まで(注 1)の数学・理科・英語 3 教科の全履修科目の学習成績の

状況が 4.0 以上の者(注 2)。なお、数学・理科・英語の履修科目は、第 3 学年修了時までに以下の条

件を満たすこと。 

 

 数学  「数学Ⅰ・数学Ⅱ・数学Ⅲ・数学Ａ・数学Ｂ・数学Ｃ」の全科目又はこれらに相当する科目

(注 3)を履修していること。 

 

 理科  「化学基礎・化学」の 2科目又はこれらに相当する科目(注 2)を履修していること。 

英語  履修していること。 

 

（注 1）出願期限に第 3 学年前期までの記載が間に合わない場合は、第 2 学年末までに履修したものを

対象とする。 

（注 2）（数学・理科・英語の各科目の評定合計）÷（数学・理科・英語の科目数）により算出する。 

（注 3）出願条件として必要な科目が高等学校等の教育課程にない者は、これらに相当する科目である

ことがわかるように調査書に記載すること。 

※出願資格 1 に該当(3 ページ「3 出願資格」参照)し、学習成績の状況の算出が不可能な者は、出願資

格 2における学習成績の状況及び履修科目の条件を免除する。 

 


